
　

平
成
30
年
度
は
、
地
方
創
生
へ
の
取
組

を
さ
ら
に
深
化
さ
せ
、
東
近
江
市
が
持
つ

地
域
資
源
を
最
大
限
に
活
用
し
、
市
の
魅

力
を
高
め
、
若
い
世
代
か
ら
高
齢
者
ま
で

多
く
の
市
民
が
集
え
る
中
心
市
街
地
の
に

ぎ
わ
い
創
出
へ
の
取
組
を
進
め
て
き
ま
し

た
。
併
せ
て
、
健
康
で
明
る
く
生
き
生
き

と
輝
き
な
が
ら
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
ま

ち
づ
く
り
や
子
育
て
支
援
の
推
進
も
図
っ

て
き
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化
の

進
行
に
伴
い
、
歳
入
で
は
税
収
の
減
少
、

歳
出
で
は
社
会
保
障
費
の
増
大
が
予
測
さ

れ
ま
す
。
ま
た
、
地
方
交
付
税
に
関
す
る

合
併
支
援
措
置
の
段
階
的
縮
減
が
進
み
、

令
和
２
年
度
を
も
っ
て
終
了
す
る
こ
と
な

ど
か
ら
、
財
政
運
営
は
さ
ら
に
厳
し
さ
を

増
し
ま
す
。

　
「
歳
入
に
見
合
う
歳
出
」
を
基
本
と
し

て
、
将
来
世
代
へ
の
大
き
な
負
担
と
な
ら

な
い
よ
う
、
引
き
続
き
健
全
か
つ
安
定
し

た
財
政
運
営
を
行
い
な
が
ら
、
国
や
経
済

の
動
向
を
見
極
め
、「
う
る
お
い
と
に
ぎ

わ
い
の
ま
ち
東
近
江
市
」
の
実
現
を
目
指

し
ま
す
。
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市税
169億8,715万円
（101.6％）

９　広報ひがしおうみ　2019.11.1

会　　計 歳　入 歳　出
一般会計 520億3,903万円 501億7,779万円

特別会計

国民健康保険（事業勘定） 108億9,568万円 105億3,258万円
国民健康保険（施設勘定） 11億3,631万円 10億5,166万円
後 期 高 齢 者 医 療 11億3,650万円 11億891万円
介 護 保 険 87億2,094万円 84億8,558万円
農 業 集 落 排 水 事 業 12億7,930万円 12億7,593万円
公 設 地 方 卸 売 市 場 3,885万円 3,683万円

企業会計
水道事業（収益的収支） 22億9,012万円 19億6,828万円
下水道事業（収益的収支） 28億4,277万円 27億3,818万円
病院事業（収益的収支） 1億7,595万円 1億6,973万円

広報ひがしおうみ　2019.11.1　８

■特別会計
一般会計とは別に、保険料など
特定の収入で事業を行う会計

■企業会計
民間企業のように、利用料金など
の収益で運営する会計

■一般会計
まちづくりや福祉、教育など、市
の全般的な事業を行う会計

≪凡例の見方≫
項目
歳入または歳出金額
（前年度比率）

地方交付税
108億7,530万円
（97.5％）

国庫支出金、
県支出金
91億6,477万円
（95.2％）

市債
50億
5,286万円
（111.9％）

使 用料、 繰 入 金、
繰越金など
71億8,066万円
（107.6％）

その他
27億
7,829万円
（106.9％）

積立金など
5億3,861万円
（84.9％）

投資的経費
64億7,990万円
（99.0％）

人件費
74億1,943万円
（104.7％）

物件費
74億
6,452万円
（100.1％）

公債費
59億1,126万円
（95.3％）

繰出金
44億1,164万円
（96.8％）

補助費、維持補修費
74億4,584万円
（109.9％）

歳入
520億
3,903万円
（101.4％）

歳出（性質別）
501億
7,779万円
（101.0％）

扶助費
105億660万円
（98.9％）

■会計別決算額
※記載した金額や前年度比
率は四捨五入してあるため、
各項目の合計や差し引きな
どは必ずしも一致しません。
※市ホームページでも決算
内容を公開しています。

平成30年度

決
算

積立金など（災害復旧費２億4,304万円含む。）
11億309万円（111.4％）

教育費
60億340万円
（96.7％）

総務費
58億
6,384万円
（110.5％）

公債費
59億1,126万円
（95.3％）

衛生費
52億8,392万円
（121.6％）

土木費
36億2,329万円
（91.8％）

民生費
178億6,209万円
（97.4％）

　
平
成
30
年
度
一
般
会
計
・
特
別
会
計
・
企
業
会
計
の
決
算
が
９
月
市
議
会
定
例
会
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

「
第
二
次
東
近
江
市
総
合
計
画
」
の
各
施
策
を
推
進
し
た
平
成
30
年
度
の
決
算
状
況
と
主
な
事
業
に
つ
い
て
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

概要

　　　扶助費、人
件 費、 公 債
費のように毎
年 経 常 的 に
支出される経
費に、市税、

地方交付税など使い道が自由で毎
年入ってくる財源がどの程度充て
られているかを表しています。こ
の比率が低いほど、政策的に使え
る財源が多いといえます。
　

　 財 政 力 の
強弱を表し、
行 政 活 動 に
必 要 な お 金
を、どれくら
い自力調達で

きるかを示したものです。この指
数が１に近づくほど、「自主財源」
の割合が高く、財政力が強い自治
体といえます。
　

経常収支比率　
88.9％

（平成29年度
　　  …88.9％）

財政力指数　
0.640

（平成29年度
            …0.644）

■
主
な
事
業

①保健子育て複合施設「ハピネ
ス」開所
②③「ここ滋賀」（東京都中央区）
などで 「まるごと東近江」を開催
し、東近江市の魅力を発信
④能登川あおぞら幼児園を整備

（竣工式の様子）　

　

平
成
30
年
度
一
般
会
計
の
決
算
額
は
、
歳
入
、
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
円
グ
ラ
フ
の
と
お
り
で
、
歳
入

歳
出
差
引
額
は
18
億
６
，
１
２
３
万
円
で
す
。
こ
の
う
ち
翌
年
度
へ
繰
り
越
す
べ
き
財
源
２
億
７
，

６
３
２
万
円
を
差
し
引
い
た
実
質
収
支
額
は
15
億
８
，
４
９
１
万
円
で
、
黒
字
決
算
と
な
り
ま
し
た
。

　

平
成
29
年
度
決
算
と
比
較
す
る
と
、
歳
入
は
、
個
人
市
民
税
や
法
人
市
民
税
、
固
定
資
産
税
な
ど

の
税
収
が
増
加
し
、
地
方
交
付
税
は
減
少
し
た
も
の
の
総
じ
て
増
加
と
な
り
ま
し
た
。
歳
出
は
、
補

助
費
な
ど
が
増
加
し
た
こ
と
に
加
え
、
台
風
第
20
号
お
よ
び
21
号
に
よ
る
被
害
の
復
旧
工
事
な
ど
を

行
っ
た
こ
と
か
ら
増
加
と
な
り
ま
し
た
。

ＱＲコードからホー
ムページに簡単に
アクセスできます

①

③

④

 

東
近
江
市
の
将
来
に
向
け
て

歳出（目的別）
501億
7,779万円
（101.0％）

商工費 5億9,616万円（107.0％）
消防費17億2,459万円（89.7％）

農林水産費
22億615万円（89.9％）

②

主 な 財 政 指 標


